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遊びの中で造形能力を発展させる保育活動の試み
Ⅰ．問題
　　造形能力をどう育てるか
　造形活動を通して、幼児の造形能力を育てることは
教師の重要な仕事の一部である。幼稚園教育要領「表
現」には、茨いろいろのものの美しさなどに対する豊
かな感性をもつ　芋感じたことや考えたことを自分な
りに表現して楽しむ　鰯生活の中でイメージを豊かに
し、様々な表現を楽しむ　等のねらいが示されてい 
る１)。
　造形活動の分野でも、幼児教育全体が目指す「学ぶ
主体としての幼児」の存在や、「環境設定」を行う教
師の役割については同じであり、最終的に幼児たちに
「生きる力」を育てることが求められている。「表現」
領域の３つのねらいも、感受性が豊かで、イメージを
広げながら、それらを表現できる幼児たちを育てるこ
とが期待されている。
　こうした幼児たちを、実際に造形活動でどうやって
育てたら良いだろうか。造形活動というと、一般的に
色々な材料を使ってそれを切ったり貼ったり組み合わ
せてあるものを作り上げながら、豊かな感性も育てる
ことと理解されている。そうした活動を幼児たちにさ
せる場合、その活動の必然性をどう作り出し、やりた
い気持ちをどう継続させるかという、幼児たちの心理
的な側面を考えなければ、幼児たちの造形能力を伸ば
し、また関連する能力の進展も覚束ないだけでなく、
単なるお仕事になってしまう可能性さえある。つまり
「表現」のねらいそのものの達成も難しくなるのでは
ないだろうか。熱田らによる結果収斂型教育観から過
程循環型教育観への変更の必要性を述べているのも、
こうした問題と関係があると言える２）。
　幼児の理解の仕方は五感全体を使って学ぶことが一
般的であり、ある一部だけ（例えば、言葉だけ）で学
ばせようとすると、能力の発達の歪みを生じることが
ある。そこで、遊びを通して社会や自然の基礎概念を
学ばせたり、主体的な活動を通して幼児の感受性を高
めると共に技能（技術的能力）を学ばせ育てることが、
幼児教育では望ましいと考えられる。
　本研究では「遊びの中で造形能力を育てたり発展さ
せることを意図している」が、「遊びの条件」とは一
体どのようなものであろうか。「遊びとは、その行為
自体が報酬」となることが基本条件であるが、それを
造形能力と関わらせたとき、便宜的に以下の条件を考
えてみたいのである。つまり、①主体的に造形活動を
行っているか　②どのようなものを作るかについて、
具体的に材料、協力、目標を理解しているか　③修正
点や良かった点を評価し合っているかなど、自発的に
造形活動を幼児たち自身がコントロールし、その目標
を設定する行為が含まれていることが、造形能力を想
定した「遊びの条件」には必要ではないかと考える。
　以上の条件を踏まえて、風船を材料とした立体物、
－風船教材を使って－
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〔　要　　約　〕
　遊びの中で造形能力を育てる保育のあり方について検討した。風船を使ったダルマ作りの技術を、お
化け屋敷で使う生首や火の玉作りに応用していく際の、子どもたちの遊びの質や、行動の自発性やイ
メージの拡大と深化の程度について検討した。その結果、次のことが得られた。
茨　風船を使った基本的な技術の習得場面のダルマ作りでは、子どもたちは遊び条件を満たさずに、保
育者主導の保育が展開された。その際には、行動の自発性やイメージの拡大は余り見られなかった。
芋　ダルマ作りの応用場面の生首と火の玉作りでは、遊びの条件を満たし、子どもたちが自発的に意見
やイメージの交換を図り、集団で新しい工夫をしてお化け屋敷で必要なものを作りだした。
鰯　具体的な目標（生首や火の玉）が遊びの中で設定されると、子どもたちの自発性やイメージの拡大
が促進されることが見られた。
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結果的に「ダルマ作り」を行わせて、その「ダルマ作
り」を他の遊びに応用し、新しい発想や新しい創作物
作りに展開できるかを検討することを目的にする。本
研究の保育目標として、①造形技能の発展が生じるか
②イメージの拡大が起こるか　③遊びの楽しさが増幅
していくかの３指標に着目して、「造形能力の発展や
遊びの展開が起こるのか」の効果を検討しようとする
ものである。これら３指標は相互に関連しあっており、
総体としての造形能力を育てることになると考えられ
る。
　そこで、１段階の保育教材の「ダルマ作り」として、
教師主導で風船を膨らませ、それをダルマに見立てて
新聞紙や白紙を貼って立体的なものにし、絵具で彩色
する段階がある。その次の２段階として、年中、年少
児への２月の園行事「招待会」の催しの１つとして
「お化け屋敷」の道具立てを作る作業の中で、「生首作
り」「火の玉作り」が幼児たちから提案された。「ダル
マ作り」の造形活動の結果が、「生首作り」「火の玉作
り」にどのように展開し利用され応用されていくかで、
その造形能力の発展やイメージの拡大を判定すること
とする。
Ⅱ．方法
１．対象者　年長組５歳児　24名（鶴岡マリア幼稚園）
２．実施日　平成25年１月10日～11日、２月５日～６日
３．実施内容
　茨２段階の実施内容
　　①１段階　１月10日～11日（５歳児　24名）
１年生入学の記念にするための立体物、結果的
に「ダルマ作り」を行う。
　　②２段階　２月４日（月）～５日
　　　　　　　　　　　　　　（５歳児　24名中10名）
２月13日に行われる年中、年少児への「招待会」
行事に向け、お化け屋敷をすることにした。驚
かすための道具立てを考え、それらを作成する。
その中に「火の玉作り」と「生首作り」が含ま
れている。
　芋実施内容の検討
　　保育中に記録した実践記録を使用して検討する。
４．次の項目の各指標によって、その効果を判定する。
　茨「遊び条件」として、①主体的に造形活動を行っ
ているか　②どのようなものを作るかについて、
具体的に材料、協力、目標を理解しているか　③
修正点や良かった点を評価し合っているか　が実
践記録内で見られるかで判定する。
　芋「造形能力の発展や展開が起こるかどうか」では、
①造形技能の発展　②イメージの拡大　③遊びの
楽しさの３指標によって判定する。
　　　◎実践記録を対象とするので、量的な測定では
なく内容による質的な変化によって判定する。
５．仮説
　茨「ダルマ作り」の第１段階より、「生首作り」「火
の玉作り」の第２段階の方が、幼児たちの「遊び」
となる可能性は高くなるだろう。
　芋造形能力でも、第１段階より第２段階の方が、そ
の発展の可能性が高まるだろう。
Ⅲ．実践敢指導案と結果
茨１段階の「ダルマ作り」１月10日～11日
　　　　　　　　　　　　　　　　　（５歳児　24名）
　①ねらい
　　蒲風船を膨らませ球体の立体物を作ることができ
ることを知る。
　　蒲球体に紙を貼り、色を塗る難しさや楽しさを経
験する。
　②材料　風船、新聞紙、障子紙、絵の具、糊
　③指導案
　　次の日
指導上の留意点予想される幼児の活動
①子ども達に風船を配り、
触らせる。
②膨らませやすいように、
伸ばすように伝える。
　実際にどのように伸ばす
のかやって見せ、膨らま
せてみる。
③膨らませられない子ども
には、どうしたら良いか
側にいて言葉掛けをし援
助する。
④膨らませた風船に貼る新
聞紙を配る。
　どのように貼るか話をす
る。
　・紙の端まで糊をつける。
　・丁寧に貼るようにする。
　・隙間がないように貼る。
⑤できたら同じように白い
紙を重ねて貼るようにす
る。
⑥貼り終わったらぶら下げ
て乾かす。
①風船を伸ばしたりして
触ってみる。
②風船をよく伸ばす。
③一人ひとり膨らませる。
④貰った新聞紙を貼る。
⑤白い紙を貰い重ねて貼る。
指導上の留意点予想される幼児の活動
①何を作るか考えてみるよ
うに促す。
②ダルマについてどんなこ
とを知っているか等を聞
く。
　・ダルマについて話をす
る。
①何を作るか、どんな色に
するか考える。
②周りの子ども達がダルマ
にするのを見て、ダルマ
にしたいとまとまってい
く。
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　④実践記録茨
　Ｔ：今日は風船を使って面白いものを作るよ
　Ｃ：何だろ
　Ｔ：楽しみにしてて　まず、風船を配るからね。そうし
たら風船を伸ばしてください。縦にも横にもだよ
　Ｃｓ：うん
　Ｔ：（一人ひとりに風船を配る）
　Ｃｓ：（それぞれ風船を貰い風船の感触を楽しむ）
　Ｃ：何かふにゃふにゃするね
　Ｃ：でも伸びるよ
　Ｃ：俺も伸びる
　Ｔ：縦にも横にも伸ばしてね。そうすると膨らませ易く
なるから。（どのようにやるか縦横伸ばしてやって
見せる）
　Ｃｓ：（一人ひとり、風船を伸ばす）
　Ｔ：伸びた？
　Ｔ：伸びたら風船を膨らませてみよう。 息をふう～って
中に入れるんだよ。（実際に風船を膨らませる）
　Ｃ：ふう～（それぞれ膨らませ始める。膨らませるのに
苦労する子が多い）
　Ｔ：何度か挑戦してやってみよう
　Ｃ：先生　出来ない
　Ｔ：あきらめないでやってみよう。こんな風にね（教師
の膨らませるところをすぐ近くで見せる）
　Ｃ：こうやるんだよ、頑張って
　Ｃ：うん（出来た子が出来ない子を励ましたり、風船を
押さえたり応援する子が何人かでてきた。だんだ
ん膨らませることが出来た子どもが増える）
　　　（一方、まったく膨らませ方が分からず、風船を口
に咥えることすら分からない子もいる。何度もや
るがその子は出来ない。何度やっても出来ないの
で、教師が膨らませた風船を使うことにする）
　Ｔ：みんな風船膨らませたね。その風船に何と紙を貼り
ます
　Ｃ：え～！！
　Ｔ：そうなの。紙を貼れると思う？　貼れるんだよ。
やってみよう
　　　今から紙をグループに配ります。糊をつけて丁寧
に貼っていってね。端まで糊をつけないと取れて
くるからね
　Ｃ：は～い
　Ｔ：（グループ毎に座っている子ども達のテーブルに４
cm×４cmくらいの四角の新聞紙を何枚かずつ配る）
　Ｃ：紙を見て貼り始める（黙々と紙を風船に貼っていく。
一枚一枚隙間なく並べて貼る子、ばらばらの場所に
思うまま貼っていく子。 一人ひとり性格が出てい
る）
　Ｔ：少しでも隙間がないようにしてね。風船が見えない
ようにね
　Ｃ：重ねて貼ってもいいの？
　Ｔ：ちょっとずつ重ねるといいよね。新聞紙を貼ったら、
今度は白い紙を配るから白い紙を貼ってね
　Ｃ：え～　また貼るの～？？？
　Ｔ：うん　そうしたら色が綺麗に塗れるかなと思って。
大変なんだけど頑張ってみて
　Ｃｓ：わかったよ。（白い紙を貼るときはやり方がわ
かって早く貼ることができた）
　Ｃ：先生できた～（だんだんと貼り終わった子どもが増
えてくる）
　Ｔ：出来た子から乾かそうね（風船を吊して乾かすよう
にする）
　Ｃ：早く乾かないかな～楽しみ！
　Ｔ：そうだね、出来たらこれに色をつけるんだよ
　Ｃｓ：え～そうなの～
　Ｔ：どんな風にして色を塗る？　考えておいてね
　　次の日
　Ｃ：先生、乾いた？
　Ｔ：乾いたよ～
　Ｃ：じゃあ色塗ろう！何色に塗るの？
　Ｔ：それは○○ちゃんが自分で決めるんだよ～　何にし
たい？
　Ｔ：それじゃあね、昨日貼った風船が乾いたので色を塗
ります。この形、何に見えるかな？
　Ｃ：う～ん・・・・・りんご？
　Ｃ：スイカじゃない？
　Ｃ：じゃあ梨だ
　Ｃ：何かな～
　Ｔ：別に果物や食べ物じゃなくて良いんだよ。 他に何
かに見えないかな？
　Ｃ：ボールは？
　Ｔ：色々考えてみてね
　Ｃ：ダルマとか
　Ｃ：ダルマ良いね～　
　Ｔ：色々出たので、自分の好きなものにするために色を
　・一年生になることに願
いを込めて作るように
話をする。
③必要な色の絵具を出して
色を塗るようにする。
　・丁寧に色を塗るように
伝える。
④ダルマの顔についてイ
メージが膨らむように話
をする。
⑤出来たらぶら下げて乾か
す。
③イメージを膨らませて、
ダルマの顔を描く。
④目を描く時に素敵な一年
生になれるようにと想い
ながら目を描く。
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塗るから、何にするか考えててね
　　　順番に呼ぶから待っててね　（グループ毎に子ども
達を絵具のあるテーブルに呼んで塗ることにする）
　Ｔ：○○ちゃん 何にする？
　Ｃ：ダルマにする
　Ｃ：私も
　Ｃ：ぼくボールにしようかな
　Ｔ：ボールで良いの？
　Ｃ：やっぱ　ダルマにしよ
　Ｔ：じゃあ　ダルマって何色かな？
　Ｃｓ：赤！
　Ｔ：じゃあ　赤で塗ることにしようね
　Ｃｓ：うん（一人がダルマの赤を塗っているのを見て、他
の子ども達も次々にダルマにしようという雰囲気
になった）（ほとんどの子どもがダルマというのを
聞いて、教師は違うものが良いという意見が出るよ
うに声をかけようと思ったが、果物やボールという
表情のないものより良いのかもしれないと思った。
また、春に一年生になることもあり、素敵な一年生
になれるようにという願いを込めて、ダルマ作りに
することにした）（大きさも表情も違う一人ひとり
のダルマができた）
　⑤教師の保育の感想
　・風船をこのように立体的に制作して、変化させる
ことが出来ることがわかったと思う。
　・風船を膨らませたことのない子どもが多いことに
驚いた。何度も何度も挑戦して、結果的に膨らま
せることが出来たことは、子ども達にとって自信
につながったと思う。
　・風船に紙を貼る作業は根気のいることだったが、
貼った後どうなるかというわくわく感があって乗
り越えられたと思う。貼っていくうちに変化する
風船を見て喜んでいた。どうなるだろうと予測で
きない変化を子ども達は喜ぶのだと改めて思った。
そんな喜びが持てたことは良かったと思う。
　・ダルマについてどのような意味があるか話をして
それが理解させたことは良かったが、実際のダル
マを見せれば良かったか迷った。見せれば個性が
ない同じようなダルマになることを懸念したから
だ。
　・出来上がったダルマを並べて置くとそれぞれの個
性が出て子ども達も満足げだった。
　・球体を作ることができる経験ができた。
　・最初はみんなダルマとは考えていなかったが、途
中方向をダルマ作りに変えたことはどうだったの
か、しかし表情のあるものを作ると面白いものが
出来ると思った。
芋「ダルマ作り」の考察
　①「遊び条件」の３条件の全ては満たしてはいない。
風船を立体的にし、紙を貼ったものを何に見立て
るかという場面で、ある子どもが「果物」と異な
る「ダルマ」に見立て、それが他の子ども達に広
がって共有していくプロセスの部分は、「主体的
に造形活動を行っているか」の条件には対応する
と考えられる。
　②教師が風船を立体物に作り上げていく過程で、子
ども達に風船を提示し、風船を膨らませる、膨ら
んだ風船に紙を貼らせるという技術を伝えるとい
う明確な意図を持っていたので、子ども達に「主
体的な造形活動を行わせる」という視点をこの場
面では重視していない。このように、「ダルマ作
り」の技術指導を子ども達に持ち込もうとすると、
教師主導の保育になり、子ども達の主体的な活動
や材料の吟味、目標や材料の修正等は、少なくな
らざるを得ないのはこの保育では当然の結果とも
言えよう。
　③「ダルマ作り」実践では、風船を膨らませるため
の技術（縦横に引っ張る、息を吹き込む）、紙を
風船に貼る技術（万遍なく紙に糊付ける、風船に
隙間なく貼り合わせる、紙を重ねるときの調整部
分）、色を塗る技術が求められている。このうち、
色を塗る作業（技術）は既に慣れ親しんでいると
思われるが、風船を膨らませる技術や紙を風船に
貼る技術は初めての経験であり、その技術の習得
には教師からの学習と習得のための時間が必要と
なるのは仕方がないことである。今回の保育場面
では、「造形技能の発展」「イメージの拡大」「遊
びの増幅」等の３指標は満たしているとは言い難
い結果となっている。
　④教師の感想からは、「ダルマ作り」の子ども達の
「出来上がる物」への期待が造形活動の続いた理
由だとの感想を述べている。風船を使った初めて
の活動であり、それがどのようなものになるか予
測できないところが好奇心を持続させることを可
能にしたのであろう。また風船を膨らますことが
出来ないなど、子ども達の日常生活での経験知が
少ないことも感じている。教師自身が保育者とし
てのジレンマに陥っているのは、「ダルマ」の意義
を伝え切れたかということと、子ども達のダルマ
作りのバラエティを拡大させる意識が強すぎたた
めに、ダルマの見本を見せずに描かせたことであ
る。ダルマの見本といっても、色が赤、ピンクや
青のダルマや表情が多様なものもあった筈であり、
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こうしたものを提示できればバラエティは拡大し
たのではないかと思われる。教師の「子ども達の
主体性を尊重する」という願いが、逆に子ども達
の発想のバラエティを制限するように働いた可能
性がある。
Ⅳ．実践（２－1）指導案と結果
茨２段階の「生首作り」２月４日～５日
　　　　　　　　　　　　　（対象児　５歳男児10名）
　　（「生首作り」と「火の玉作り」を希望した子ども
の数が10名である）
　①ねらい
　　蒲ダルマ作りの経験を生かして、イメージを膨ら
ませて顔を作る
　　蒲友だちと相談しながら、協力して作る楽しさを
感じる。
　②材料　風船、糊、白紙、絵具、新聞紙、毛糸（黒）、
セロテープ、ビニールテープ、ガムテープ
　③指導案
　　次の日
　④実践記録（２－１）
（生首を作るに際して、ダルマ作りを応用しようという声
が子ども達から上がった。）
　Ｔ：この間　お化け屋敷の生首とガイコツを作ることに
なったよね。さっそく作ろうか？
　　　月組さんは風船を使ったダルマは作ったことない
よね
　Ｃ：僕　それなら教えてあげる～
　Ｃ：僕も！
　Ｃ：あのね　風船を膨らませて新聞紙を貼って　白い紙
を貼って色を塗るんだよ
　Ｃ：へ～！
　Ｃ：やってみようよ
　Ｔ：じゃあ　風船膨らませてね
　Ｃ：僕がする？
　Ｃ：僕もやれるよ（力関係の強い子が主張して）
　Ｃｓ：じゃあ良いよ～（風船を膨らませる）
　Ｃ：この位？ （膨らませるのを途中で止めて見せる）
　Ｃｓ：小さいんじゃない？（すぐにまた膨らませる）
　Ｃ：この位？
　Ｃｓ：良いじゃん！
　Ｃ：先生止めて
　Ｔ：この位でいいんだね？
　Ｃ：うん良いよ（風船の口を縛る）
　Ｔ：じゃあこれからどうするの？
　Ｃ：新聞紙貼るんだよ
　Ｃ：新聞紙ちょうだい
　Ｔ：ここに置くね（一斉に新聞紙をとる）
　Ｃ：端っこに糊つけなくちゃダメなんだよ
　Ｃ：どこに貼ろうかな・・・（机の中央に風船を置き、
糊をつけた子どもから貼っていく）
　Ｃ：ここ　隙間あるぞ
　Ｃ：貼れば良いじゃん
　Ｃ：いっぱい糊つけるの大変だ～
　Ｔ：でもだんだん出来てきたよね。それにダルマを作っ
た時よりずっと糊の付け方が上手になってるよ。
　Ｃ：じゃあ　頑張るか
　Ｃ：でもあと少しだよ
　Ｔ：ちゃんと端まで糊をつけてね。何だか剥がれそうな
ものがあるよ
　Ｃ：わかった（全面に綺麗に貼る）
　Ｔ：出来たね
⑤技術的に難しければ手伝
い、子ども達のイメージ
通りに髪の毛が付けられ
るようにする。
⑤試行錯誤しながら、イメ 
ージに合う髪の毛の素材
で髪の毛をつけていく。
指導上の留意点予想される幼児の活動
①お化け屋敷の小道具とし
て、生首を作ることにな 
った。どのように作るか
相談するように促す。
②子ども達が考えた作り方
に必要なものを用意して
提供する。
③風船を出す。風船に貼る
新聞紙を小さいサイズに
切ったものを渡す。
　隙間なく貼るように伝え
ると共にどうして隙間が
あると上手くいかなくな
るのか知らせる。
④貼り終わったら吊して乾
かす。
①生首をどのようにして作 
ったらいいか相談する。
②ダルマ作りの経験を生か
した作り方を含めて相談
する。
③風船を膨らませ紙を貼る。
友だちと一緒に一枚ずつ
貼っていく。
指導上の留意点予想される幼児の活動
①子ども達から出た考えを
聞き、必要な色の絵具と
筆を出すように促す。
②球体なのでうまく塗れる
か様子を見ながら援助す
る。
③表面の絵具を乾かす。
　子ども達から出た意見を
尊重しながら必要な時に
言葉掛けをするようにす
る。
④子ども達が考えたものに
合わせ必要なものを用意
する。
①紙を貼った乾いた風船に
色を塗るために、どのよ
うにするか相談する。
②皆で絵具を塗る。
③表面に塗った色が乾いた
ら、顔を描く。
・どんな顔にするか相談す
る。
・確認しながら目や鼻を描
いていく。
④髪の毛をどうするか相談
する。
　いろいろな素材で髪の毛
を作ることを考える。
研　攻一　 　佐藤　由紀28
－　　－396
　Ｃｓ：うん、出来た、出来た（嬉しそうに風船を机の上
で回す）
　Ｃ：あとは先生　乾かしてね
　Ｔ：わかったよ～
　　次の日
　Ｃ：先生、生首乾いた？
　Ｔ：乾いたよ～
　Ｃ：早く色を塗ろうよ～
　Ｔ：何色にするの
　Ｃ：白
　Ｃｓ：白だよね～
　Ｃ：でもさ　顔だから顔の色じゃない？
　Ｔ：顔の色ってどんな色？
　Ｃ：顔の色だよ
　Ｃ：でも白っぽくすれば良いじゃん（絵具の肌色を指差
しながら）
　Ｃ：そうだ　白っぽくすれば良いんだ
　Ｔ：わかった　これに白を混ぜてみるね（色を混ぜ合わ
せる）
　Ｃ：もっと白入れて
　Ｔ：こんな感じは？
　Ｃ：良いかもね
　Ｃ：う～ん　どうかな
　Ｔ：じゃあ　これで良いの？
　Ｃｓ：良いよ～
　Ｃ：早く塗ろうよ～（一気に塗りたくて雰囲気が盛り上
がる）
　Ｔ：ここに筆を置くからね
　Ｃ：やった～（一人ひとり筆を取り塗り始める）
　Ｃｓ：うわ～（一塗りした瞬間　歓声があがる）
　Ｃ：うわあ　生首だ～
　Ｃ：ねえねえ　髪はどうするの？
　Ｃ：糸で作れば？
　Ｃ：糸ってどうやって貼るんだよ
　Ｃ：テープで貼れば？
　Ｃ：取れるかもよ
　Ｃ：じゃあ　毛糸は？　先生、黒の毛糸ある？
　Ｔ：黒の毛糸少しならあるけどどうかな？
　Ｃ：何かないかな？（話をしながら風船を塗り終える）
　Ｃ：先生全部塗ったよ
　Ｔ：じゃあ　絵具　乾かすね。髪の毛　どうするか考え
てみて
　Ｃ：わかった（手を洗い、教材の置いてあるテーブルを
眺めにいく）
　Ｃｓ：これなら良いんじゃない？（細い糸を指差す）
　Ｃ：付けるの大変じゃん
　Ｃ：髪のところ黒で塗れば？
　Ｃ：坊主頭じゃん
　Ｃｓ：（大笑い）
　Ｃ：これで良いよ（ナイロンの黒い紐を持ってくる）
　Ｃｓ：良いか　これで
　Ｔ：毛糸が良いなら毛糸でも良いんだよ
　Ｃｓ：良いよ　これで
　Ｔ：じゃあ　乾いたら貼ろうね
　　　（時間をおいて）
　Ｃ：先生　乾いた？
　Ｔ：うん　乾いたみたい
　Ｃ：じゃあ　早く髪貼ろうよ～
　Ｃｓ：貼ろう！！（先ほど選んだナイロンの黒の紐を
もってくる）
　Ｃ：どの位の長さ？
　Ｔ：長いのにするの？短いの？
　Ｃ：短いのが良いよ
　Ｃ：長くして貞子にしたら？
　Ｃ：貞子って？
　Ｃ：貞子だよ（貞子がわかる子は大笑いする）
　Ｔ：貞子っていう髪の長い女の人のお化けが出る映画が
あるんだよ
　Ｃ：へ～
　Ｃ：やっぱ　短くしようよ
　Ｃ：この位？（紐を適当な長さで切る）
　Ｃｓ：う～ん　良いんじゃない　長いかな　良いかも
　Ｔ：じゃあ　皆で髪の毛を貼ることにしよう
　Ｃ：セロテープ持って来る（それぞれ切って貼る）
　Ｃ：ぼくも貼りたいよ～（一人ひとりがそれぞれ紐を
切って貼るので順番が回ってこない）
　Ｃ：でもセローテープだとすぐ取れる！
　Ｔ：ホントだね、何か良い方法はないのかな？
　Ｃ：ビニールテープは？
　Ｃ：誰かビニールテープ持ってきて（近くにいた子ども
が持ってくる）
　Ｃ：僕　貼ってみる（ビニールテープを切って貼る）
　Ｔ：どう？　取れない？
　Ｃ：ダメだ　また取れる
　Ｔ：困ったね～　何か良い方法ないのかな・・・
　Ｃｓ：・・・・・
　Ｔ：しっかりくっつくといいよね
　Ｃ：ガムテープは？
　Ｃｓ：あぁ　良いかもね！（すぐに走ってガムテープを
取りに行く）
　Ｃ：でもガムテープって、切れないんだよな。
　Ｔ：手で切れないってこと？
　Ｃ：うん
　Ｔ：じゃあ　先生が切ってあげようか？
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　Ｃｓ：うん（教師が手で切って渡す）
　Ｃ：どうやって貼る？（周りの子どもを見渡す）
　Ｃ：そこで良いじゃん（紐の端にガムテープをつけて貼
る）
　Ｃ：ああ～　くっついた
　Ｃ：もっと貼ろう
　Ｃ：うんそうしよう
　Ｃ：俺も貼る
　Ｃ：誰か紐を切って
　Ｃ：先生　ガムテープ切ってよ
　Ｔ：わかった　先生はガムテープ切る役ね（一人が紐を
切る役　教師がガムテープを切り、子どもたちに渡
していく）
　Ｃ：何か出来てきた
　Ｃｓ：（笑）
　Ｃ：ここはハゲてる
　Ｃ：じゃあ　そこ貼れば良いじゃん
　Ｃ：ここも貼って（しばらく貼り続ける）
　Ｔ：だんだん出来てきたね
　Ｃｓ：うん　良い感じ！
　Ｔ：良かったね～
　Ｃ：見てみて（周りの友達に見るように言葉がけをする）
　Ｃ：（覗き込んで）わぁ　顔だ～
　Ｃｓ：怖～い
　Ｔ：じゃあ　飾っておくね
　⑤教師の保育の感想
　・生首を作る際、ダルマの作り方を応用してサイズ
を変えたりしていた。それは球体を作ることがで
きることが分かり、自分のものになったというこ
とだと思う。一つのものだけでなく広がりが持て
たのは良かった。
　・髪の毛などどんな糸で作るのか相談し、それぞれ
の子どものイメージに近づけながら試行錯誤して、
結果的に髪の毛が出来上がったことは子ども達に
とって、いい刺激になったと思う。
芋「生首作り」の考察
　①「遊び条件」について３条件共に満たしており、
この保育は遊びになっていると考えられる。「主
体的の造形活動をしているか」について、風船を
使えば良いのではないか、顔を白くするにはどう
するか、髪をどうやって作ったら良いか等、子ど
も達自身が問題を主体的に提起し、それに沿った
物を作り出そうとしている。「どのようなものを
作るか、具体的な材料、協力や目標を理解してい
るか」についても、特に髪の毛を作る材料をどう
するか、その髪をどう貼るか等を、アイディアを
出しながら工夫している。「修正点や良かった点
などの評価」についても、生首の顔の白さや髪の
付け方で、「怖～い」と目標を達成したことを示す
ような表現をしている。このように、「生首作り」
は教師の保育の感想にあるように「イメージを膨
らませながら髪の毛を作る」等とあるように、子
ども達が主体的に活動する保育場面を設定したこ
とが、その効果を発揮させた原因と考えられる。
これら３条件を満たしていることから遊びになっ
ていると考えられる。
　②「生首作り」では、子ども達が「ダルマ作り」の
技術を、初めての友だちに指導しようとしている
こと、その風船の大きさや空気の量なども判断で
きていること、風船に紙を糊づけするための注意
点を指摘していること等から、既に子ども達に習
得されていることが分かる。保育目標である「造
形技能の発展が生じるか」の条件については、前
回の「ダルマ作り」の基本的技術が習得され、そ
れを「生首作り」に応用しようとしていることか
ら頷けよう。「ダルマ作り」は「生首作り」の土
台となる技術であり、それを踏まえて「生首の色」
「生首につける髪の材料やつけ方」の課題に発展
させており、この条件が満たされていると考える
ことができる。「イメージの拡大が起こるか」に
ついては、「顔の色」「髪の材料、顔への髪のつけ
方」の課題が出てきて、それをどうクリアするの
か、子ども同士でアイディアを出し合い修正しな
がら良いものを作ろうとする活動が見られる。そ
の際、それぞれの子どものイメージの展開とイ
メージ交換がなされている。「遊びの楽しさが増
幅していくか」も、自分たちで作った「生首」を
見て、「わぁ　顔だ」「怖～い」と叫んでいる。お
化け屋敷で年中組、年少組を嚇かすために作った
「生首」なので、それを子ども達自身が怖がって
いることは、「招待会」での期待の大きさと同時に、
自分たちの作ったものへの高い評価を示している
ものであろう。この保育は、子ども達が主体的に
活動し、造形活動が発展的に展開していく３指標
を満たしていると考えることができよう。
　③教師の感想からは、「ダルマの大きさ」から小さい
「生首への大きさ」への変更が、場面に従って応
用されていると判断している。こうした変更が出
来るようになった子ども達を見て、教師は嬉しく
ない筈はない。「ダルマ作り」の保育教材が他教
材や子ども達の造形活動の拡大、つまり般化可能
性を持ったことを示しているからである。また髪
の毛を、どんな糸で作るか、どんなものになれば
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良いかについても子ども達が相談し、最終目標値
を暗黙に設定して、試行錯誤しながら作り上げた
ことは、どんな髪が良いか、どんなつけ方が良い
かの目標の共有がなされていることを示している。
保育に携わった教師自身が、「遊びの条件」と「造
形能力の拡大の条件」を満たしていると感じてい
ることが分かる。
Ⅳ．実践（２－２）指導案と結果
茨２段階の「火の玉作り」２月５日～６日
　　　　　　　　　　　　　（対象児　５歳男児10名）
　①ねらい
　　蒲風船で作る球体のアレンジを楽しむ
　　蒲作ったものをどのようにして使うかをイメージ
しながら作る。
　②材料　風船、新聞紙、糊、折り紙、色画用紙、花
紙、紐、竹
　③指導案
　④実践記録（２－２）
　Ｔ：火の玉作るんだよね
　Ｃ：うん！！
　Ｔ：どうやって作ることにする？
　Ｃ：紙を切る？
　Ｔ：どんな風に切るの？
　Ｃ：火みたいに・・・
　Ｃ：それじゃあ　すぐに壊れるよ
　Ｃ：紙を丸めれば？
　Ｃ：紙丸めるだけ？
　Ｃ：紙丸くするなら風船膨らまして紙を貼れば？
　Ｃ：あぁ　それ　良いかもね！！生首と同じだ
　Ｔ：そういう作り方してみる？
　Ｃｓ：うん！！
　Ｔ：じゃあ　風船膨らませてね
　Ｃ：分かった
　Ｃ：ぼく膨らますよ
　Ｃ：火の玉ってどの位の大きさ？
　Ｃ：この位なんじゃない？（両手をあわせて何かを包む
ような仕草で）
　Ｃ：この位じゃない？
　Ｃ：おっきすぎるよ
　Ｃ：だからこの位だよ（両手を合わせて包み込む仕草を
した子どもが同じ仕草をして）
　Ｃ：ああ　その位かもね
　Ｃｓ：そうしよう（膨らませる）
　Ｔ：何個作る？
　Ｃ：一個？
　Ｃ：二個がいいよ
　Ｃ：先生　風船縛って
　Ｔ：分かったよ
　Ｔ：じゃあ　もう一つ風船あげるね
　Ｃ：それ　僕膨らます～
　Ｃ：大きい火の玉にしようかな～
　Ｃ：え～　それじゃあ火の玉じゃなくてガイコツと同じ
じゃん
　Ｃ：じゃあこの位ね（膨らましながら目でうんというよ
うにした後で、膨らますのを止めて）
　Ｃｓ：いいじゃん
　Ｃ：先生止めて
　Ｔ：はい　止めたよ
　Ｃ：有難う
　Ｃｓ：これからどうする？
　Ｔ：どうやって火の玉らしくするの？
　Ｃ：まず　新聞紙貼ろう
　Ｔ：ガイコツや生首みたいに新聞紙貼るの？
　Ｃ：うん
　Ｃ：糊持ってくる
　Ｔ：じゃあ　この新聞紙ね （生首やガイコツの時に貼っ
た新聞紙の入った箱を目の前に置く）
　Ｔ：このサイズって火の玉にするにはどう？
　Ｃ：良いよ～
　Ｃ：（新聞紙を風船に当てながら）ちょっと大きくない？
指導上の留意点予想される幼児の活動
①具体的にどんなイメージ
を持っているか、実現す
るためにはどうしたら良
いか投げかけ、子ども達
の意見が具体的になるよ
うに促す。
②火の玉の大きさに合わせ
て切ったサイズの新聞紙
を渡す。
③子ども達から出た意見を
実現するために必要なも
のを用意する。
④様子を見ながら、言葉を
掛けたり手伝うなど援助
する。
⑤失敗にくじけないように
励ましながら見守る。
出来たら吊して乾かす。
①お化け屋敷で嚇かすため
の火の玉をどのようにし
て作るか相談する。風船
の大きさなどのイメージ
を出し合う。
②風船を火の玉のサイズに
膨らませる。
　新聞紙を貼っていく。乾
かす。
③炎をどのように表現する
か意見を出し合う。
　色々な意見が出る。
④出た意見を基にして実際
に作ってみる。
　色々な紙を使ったり、紙
の形も炎らしく切ったり
貼ったりする。
⑤イメージと違ったり、失
敗しながらもやり直す。
⑥失敗を繰り返しながらイ
メージに近づいていく。
⑦イメージを共有し、皆で
炎らしく見えるように紙
を貼ったりしながら火の
玉を作る。
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　Ｃｓ：ちょっと大きいかも
　Ｔ： じゃあ　少し小さく切ってあげようか？
　Ｃｓ：うん
　Ｔ：（新聞紙を目の前で切る）はい　これでいい？
　Ｃ：（またもや新聞紙にあてながら）良いかもね～
　Ｔ：良かった　じゃあこれで貼れるね
　Ｃｓ：うん（黙々と貼り始める）
　Ｔ：何だか　あっという間に貼れたね～　上手に綺麗に
貼れたね～
　Ｃ：だって生首より小さいもん
　Ｔ：また　乾かしておこうね。明日楽しみだよね
　Ｃ：火の玉らしくなったよ
　Ｃ：そうだね
　　次の日
　Ｃｓ：先生　火の玉乾いてる？
　Ｔ：乾いたよ
　Ｃ：じゃあ皆のこと呼んでくる
　Ｃｓ：火の玉乾いた？
　Ｔ：乾いたよ
　Ｃ：やった～
　Ｃ：火の玉作ろう？
　Ｔ：そうだね　どうやって作ることにしたんだっけ？
　Ｃ：紙を貼るんだよ
　Ｔ：どんな紙？
　Ｃ：硬い紙
　Ｔ：じゃあ　貼ってみる？どうかな？
　Ｃ：（紙などの教材が置いてある机に走っていく）　これ
は？（色画用紙の赤を持ってくる）
　Ｃｓ：それ貼ろう。
　Ｔ：どうやって貼るの？
　Ｃ：切って貼る。
　Ｔ：そう？皆もそうやって貼るの？
　Ｃ：・・・・・
　Ｃ：（一人が小さく切って貼る）
　Ｃ：何か火の玉じゃないじゃん
　Ｃ：細長く切れば？（すぐに細長く切って貼る）
　Ｃ：これは？
　Ｃ：なんかペラペラしてる
　Ｃｓ：何かすぐ倒れるじゃん
　Ｃ：え～良いじゃん
　Ｔ：どうしたら火の玉らしくなるんだろうね～
　Ｃｓ：・・・・・・・
　Ｃ：柔らかい紙は？
　Ｔ：ああ　なるほどね、でもどんな紙ならいいのかな～
　Ｃ：教材の置いてある机に走る。
　Ｃｓ：（折り紙とお花紙をもってくる。）これは？
　Ｃｓ：う～ん　貼ってみれば良いんじゃない？
　Ｃ：そうだね
　Ｃｓ：（貼り始める）
　Ｃ：折り紙だと後ろが白くて駄目じゃん
　Ｃ：すぐ曲がるし
　Ｃ：こっちの紙は？
　Ｃ：いっか～
　Ｃ：こっちの紙貼ろうぜ
　Ｃ：先生　紙出して
　Ｔ：良いよ　ところで何色がいい？
　Ｃ：赤
　Ｃ：青も良いんじゃない？
　Ｃｓ：ああ　良いね～
　Ｃ：火って青いときもあるよ
　Ｃ：青、貼りたい
　Ｃ：俺、赤貼る
　Ｃ：僕も
　Ｔ：貼りたい色貼っていいからね 　こっちのテーブルは
赤ね 　こっちは青だよ
　Ｃ：じゃ　こっちに座ろ（それぞれ移動する）
　Ｃｓ：（それぞれ貼りながら）
　Ｃ：ベタベタする～
　Ｃ：本当だ
　Ｃ：手にくっつく～
　Ｃ：ベッタベタ （生首と同じ要領で貼っていく）
　Ｔ：何だかボールみたいになったね
　Ｃ：え？あ　本当だ
Ｃ：何でだ？
Ｃ：丸いからじゃない？
Ｔ：どんなのが火の玉みたいなのかな？
Ｃ：火がメラメラってしてるの
Ｃ：メラメラってどういうこと？
Ｃ：火が上にいってて
Ｔ：火が上にいってるんだね
Ｔ：じゃあ　丸じゃだめなのかな？
Ｃ：紙を上にやれば良いじゃん
Ｃ：どうやって？
Ｃ：・・・・・
Ｃ：紙を細くして上に伸ばして貼れば？
Ｃ：ああ～（一人がやってみせる）
Ｃｓ：ああ～そういうことね
Ｃ：じゃ　貼ってみよ
Ｃ：紙持ってくる（色画用紙持ってくる）
Ｃ：貸して　僕切る（細く切って貼る）
Ｃｓ：う～ん　
Ｃ：紙が倒れるなぁ
Ｃ：・・・・・
Ｃ：こっちの紙は？
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Ｃ：先生　この紙　細長くして
Ｔ：分かったよ　・・・・はい
Ｃ：紙が来たぞ
Ｃ：こう？（紙を貼りながら）
Ｃ：う～ん　良いんじゃない？
Ｃ：何だか角（つの）みたいじゃん
　Ｃ：手でこうすれば？（紙を握って先を細くして　それ
らを皆中央に纏めて一握りにした）
Ｃ：ますます角じゃん
Ｃ：え　違うよ
Ｃｓ：角だ　角だ（笑）
Ｃ：駄目じゃん　角じゃあ
Ｃｓ：（笑）
　Ｔ：じゃあ　こうしたら良いんじゃない？（中央に一つ
にした紙をバラバラにしてみる）
Ｃｓ：火の玉みたいになったね
Ｔ：そうだね　みんなうまく出来たよね
Ｃ：これ　揺らして驚かそう
Ｃ：ブランブラン　揺らそうよ
Ｃｓ：できた～（とても嬉しそう）
Ｃ：紐つけて揺らして嚇かそう
Ｔ：上手くいくと良いね
Ｔ：これも　明日まで乾かしておくからね
Ｃｓ：うん！
　⑤教師の保育の感想
　・風船を火の玉のイメージにあったサイズにして
作っていた。自由に大きさを変えられるのは風船
という題材の良さだと思う。
　・炎のイメージを表現するのが難しく、いろいろな
紙を使って切ったりしながら何度もやり直した。
そのことを通し、どんな風にすると良いのか考え
ることが子ども達にとって学びあう機会となった。
　・イメージに近づけるため何度も繰り返し、出来た
ときの喜びが大きかった。簡単にできるより良い
経験になり感動が大きかったと思う。
芋「火の玉作り」の考察
　①前日の「生首作り」と基本的に同じ工程で「火の
玉作り」が行われた。３回目なので、子ども達は
風船を使っての技術の手際が良くなっている。こ
こでも子ども達が活動の中心となって保育が展開
されている。「火の玉らしく」するための試行錯
誤を繰り返しながら、最終的に「火の玉作り」が
完成している。この過程で「遊びの条件」は満た
されていると考えることができよう。「主体的な
造形活動をしているか」では、火の玉にする材料
の紙の特徴、その長さや細さ、その色等について
子ども達が意見を出し合って交換している。「ど
のようものを作るか、具体的な材料、協力や目標
を理解しているか」についても、嚇かすための具
体的な火の玉のイメージを持っており、それにつ
いての試行錯誤を繰り返しながら、最終目標であ
る火の玉を完成させている。「修正点や良かった
点などの評価」についても、火の玉が出来上がる
過程での評価や修正点を出し合いながら、最終的
な火の玉作りを完成させている。このように、今
回設定した「遊びの条件」の３項目について満た
しており、子ども達にとって、この活動は遊びそ
のものになっていると考えることができる。
　②この活動は、「ダルマ作り」「生首作り」の後に
行ったものである。生首よりは小さい風船に新聞
紙を貼ったものに、火の玉の燃えて揺らいでいる
様子を実現する課題をどうクリアするかが問題と
なっている。材料の紙の性質、紙の色、炎になる
紙をどのような状態にするかなど話し合いながら
の工夫が見られる。この部分では「造形技能の発
展が生ずるか」での部分を満たしていると考える
ことができる。また「イメージの拡大が起こるか」
については、「火の玉作り」という具体的な目標値
がはっきりしていることから、火の玉の持つ色々
な特性を考えながら、火の玉らしくなるようなイ
メージの拡大とイメージ交換を行っている。こう
したことから、「子ども達のイメージは『火の玉
作り』に誘発されて拡大している」と考えること
ができる。「遊びの楽しさが増幅していくか」では、
「火の玉みたいになったね」「これ揺らして嚇かそ
う」などの反応と、「できた～」との達成感を表
現しており、お化け屋敷での嚇かす効果について
の期待感が見られ、火の玉を作ることによって、
遊びの楽しさが増幅されていることが示されてい
る。これらのことから、保育目標である３指標は
満たされていると考えられる。
　③教師の保育の感想からは、風船を火の玉の大きさ
に合わせて変更出来ることがこの風船教材の良さ
だと考えている。これは子ども達のイメージに応
じて変更できる柔軟性をこの教材自体が持ってい
ることを示している。また、試行錯誤しながら工
夫して良い火の玉に作り上げていく過程が子ども
達の創意工夫の源泉であり、その継続がイメージ
を作り上げ共有するための一体感と満足感を形成
しているとも考えている。保育の有効性とは、こ
うした試行錯誤やイメージの交換を通して、新し
いイメージと技能が子ども達の中に内化し共有化
されていく過程も当然含まれるべきものである。
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Ⅴ．仮説の検討
茨「ダルマ作り」の１段階と「生首作り」「火の玉作
り」の２段階の保育が「遊び条件」を満たしていた
か
　①教師が風船を使った１段階の「ダルマ作り」の技
術指導では、風船を縦横に伸ばし、それに口で空
気を入れて膨らまし、適当な大きさで口を縛り、
それにある大きさに切った新聞紙と白紙を糊で貼
り、それを乾かして、絵具でダルマになるように
色を塗り、目を入れる作業を幼児たちにさせると
いう一連の工程が考えられる。こうした技術の伝
達部分では、教師が中心になってやらざるを得な
いのは仕方がないところである。
　②教師は最初から「ダルマ作り」を想定していた訳
でなく、子ども達が紙を貼った風船を何に見立て
るかの場面で、子ども達の主体的な判断に任せよ
うとしていた。子ども達は、ある子どものダルマ
にしたいというのに引きずられて、結果的に「ダ
ルマ作り」になったのである。教師自身が感想で
述べているように、ダルマの方がバラエティが大
きくなるということがあり、子ども達自身もそう
考えた可能性がある。このような状況からすると、
１段階では保育者主導で、保育場面の一部に子ど
も達が主体的に活動する部分はあるが、保育全体
では「遊び」までには展開していないと言える。
　③これに対して、２段階の「生首作り」「火の玉作り」
では、１段階の「ダルマ作り」での教師が中心で
技術指導とは異なり、教師はほとんど子ども達の
活動のサポート役（材料の準備やちょっとしたア
ドバイスの提供）に徹しており、２つの保育教材
共に、子ども達が中心となって、主体的な保育が
展開されており、その中で、どんな材料、どんな
ものを作るか、その相談などの共同作業が見られ
る。そして出来上がっていく過程での作品の良し
悪しやその出来具合と、その調整と修正などをし
ながら最終的な目標値である作品を作り上げ、そ
の招待会で年中、年少児を嚇かすことの期待を示
している。
　　　こうしたことから、２段階では子ども達の行動
は「遊びの条件」を満たしたものと考えられる。こ
れらのことから、仮説茨は支持される。
芋保育目標の造形能力の発展の可能性について
　①１段階の「ダルマ作り」では、基本的技術の習得
が中心であり、その技術を発展させるまでは至っ
ていない。ある技術を習得する際には、自分のも
のにするための時間とその技術が安定し定着する
時間が必要であろう。その点では、保育者が「ダ
ルマ作り」の技術を指導している保育では、「造形
技術の発展」「イメージの拡大」「遊びの楽しさが
増大する」の３指標を満たしているとは言い難い。
　②２段階の「生首作り」「火の玉作り」では、教師
がサポート役に徹しており、子ども達は風船を膨
らませて紙を貼って作った「ダルマ作り」の基本
を変えないまま、大きさや色、それに髪の付け方、
火の玉らしさの追求を行っている。こうしたこと
が出来たのは、風船を基にして紙を貼る基本形を、
「生首作り」や「火の玉作り」へと応用したから
である。この場面で、「ダルマ」から「生首」「火
の玉」へとイメージもまた拡大させたと考えるこ
とができる。加えて「生首らしさ」の条件とは何
か、「火の玉らしさ」の条件とは何かという、新
たな目標条件を付け加えることによって、イメー
ジの拡大と「らしさ」追及への収斂をも行ってい
る。これらを子ども同士が話し合い協力しながら
やり遂げてしまったことは、「造形技能の発展」と
「イメージの拡大」が同時に起こっていることを
示している。またこの実践記録を見ると、最終的
には、子ども達が楽しみながら保育を行い、招待
会で年中、年少児を嚇かすことへの期待も見られ、
単なる造形活動というよりは「遊びの楽しさを増
幅」させ、遊びに没入していたと考えることがで
きる。
　③１段階と２段階での、造形技能の習得と発展とい
う意味では１段階が技術の習得の保育であり、２
段階は造形技能を積極的に拡大深化させる保育に
なっていると考えることができる。これらのこと
から、仮説芋は支持される。
Ⅵ．討論
茨　保育の目的の違い
　幼児教育の世界では「学習の主体は幼児」だとの思
想が広まっている。このことから、保育者が環境設定
して、子ども達に自由に振る舞わせ、自発的に行動さ
せながら学習させることが望ましいとの思想が蔓延す
るようになった。そのために、いつも教師が子ども達
の意見や考えを尊重するような環境設定を中心に保育
構成を行おうとする傾向が強いように思われる。
　保育とは、当然のことながら保育目標を立てて、そ
れを実現するために行うものである。その中で、目標
を系列的に細かく設定した保育のように、子ども達の
自主性や自発性が殆んど入らない、上から下へと強要
するような保育があるとすれば、それは端から論外と
言うべきものであろう。子ども達の自由の考えや発想
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を生かしながら、どのように保育すれば良いのだろう
か。少し考えただけでも、どの保育も同じように子ど
も達の主体的な活動を尊重する保育ができるとは限ら
ないのではないか。とすれば、その保育目的によって、
子ども達の主体的な活動をどのくらい入れるかどうか
を決定しなければならない。
　本研究のように、「ダルマ作り」の技術を子ども達に
伝える保育の場合には、子ども達の主体的な活動に全
て任せることは難しいと思われる。つまり風船を縦横
に伸ばす、膨らませる、それの口を縛る、新聞紙に糊
をつけて万遍なく貼る、その上にまた白紙を貼るなど
は、ある意味できちんと子ども達に学ばせなければな
らない。その際に子ども達の技術についての自由な発
想を聞いていたら、技術が伝わらない可能性も出てく
る筈である。どんなものに見立てるか、どんな色を塗
るかは、子ども達の自主的な判断で決めて構わないが、
顔の形を作るまでの基本形（土台）の作業はきちんと
伝えなければならない。
　このように、保育者がこの保育後の展開や子どもの
主体的な活動を念頭において、この保育は土台作りと
いう意味合いをきちんと認識して、次への展開の基礎
を作る作業を行わなければならない。
　この保育後に、「生首作り」「火の玉作り」の保育が
行われたが、その際に教師は材料の準備や、子ども達
の活動についてのアドバイスをする役割に徹している。
ここでの保育は、子どものアイディアや意見、自分の
描いているイメージの交換などが行われ、子ども達が
主体の保育になっていた。
　このように、保育の在り方はその保育目的によって
変わっても良いのではないか。そうでなければ、子ど
も達の意見をただただ聞いて、保育がどんな目的のも
のかはっきりしないまま、間が抜けた保育になる可能
性さえあるのではないだろうか。
芋　イメージの拡大深化と感受性を高める
　「ダルマ作り」の子ども達の経験が、どのように拡
大していったか。イメージ（心象　特に映像的心象）
は、固定的な写真とは違って操作が入っている。写真
のようでありながら、それを保持している人の思いや
考えなどが付け加えられて、一見すると写真のように
見えているに過ぎない。子ども達は「ダルマ作り」か
ら「生首作り」「火の玉作り」へと展開するとき、風
船に空気を入れて、それの口を縛り、新聞紙を貼る作
業は基本的には同じであるダルマの大きさから生首や
火の玉の大きさへと変更させており、このことは要求
されている大きさになるようにイメージを変化させる
操作を行ったことになる。また、今度は「生首らしさ」
や「火の玉らしさ」を作り出す過程で、新たな特徴を
基本的な土台に、それぞれが要求する特徴を付け加え
ることで、その基本形のイメージを複雑なものへと変
更した。お化け屋敷に使う道具としての必然性から、
同じ基本形を使った「生首作り」「火の玉作り」の２
つの保育教材を連続して行ったことは、風船を使った
「ダルマ作り」のイメージを、目的に合わせて変化さ
せることと、その習熟を子ども達に経験させた結果に
なった。その意味で、イメージを操作しながら目標と
なる物を作り出す設計図の役割をもこのイメージは果
たしている。加えてイメージを動かす柔軟性を獲得さ
せた可能性もあったのではないかと考えられる。子ど
も達の活動を見ると、「ダルマ作り」からのイメージ
を拡大しかつ新たに要求された課題に沿うようにイ
メージを変更できること、つまり深化させることも可
能になったと考えられる。このことは、換言すれば、
子ども達がイメージを拡大深化させるという柔軟な内
的操作の可能性を高めたこと、つまり造形物に密着し
て、その感受性を高めたことを意味している。こうし
たことに寄与したのは、基本形を基にして「生首作り」
「火の玉作り」という２つの連続した経験とその習熟
が大きかったのではないかと考えている。
鰯　遊びの中で目標を立てる効果
　保育の中で造形活動をする時、色々な材料を駆使し
て物を作り上げることが想定されている。その際、子
ども達にその活動の必然性、作る目標の設定とやり続
ける気持ちを喚起させることが必要となる。「ある物」
を作り上げるために、どんな材料を用意すべきか、ど
んな状態のものになれば良いのか等の条件を決めるの
は、その作るべき目標値としての「ある物」である。
その「ある物」とは、子ども達の遊びでのストーリー
やその展開の在り方によって決まってくる。本研究の
ように、年中、年少児への卒園記念として行う「招待
会」にお化け屋敷をやろうということになって、その
ための道具立てとして「生首」「火の玉」が必要になっ
た。その「生首」「火の玉」は、年中や年少児を嚇か
すために効果的なものでなければならない。子ども達
にとって「要求される物」は、こうした嚇かす条件を
満たす必然性のあるものでなければならないのである。
こうした目標物がイメージとして具体化され共有され
ることで、子ども達の造形活動は意味あるものになる
のではないだろうか。確かに、色々の材料を目的もな
く使用して、偶然できる物を楽しむ保育もあって良い
と思うが、その偶然性を伴う保育場面とは違って、必
然性がある造形活動としての「ある物」を作る保育展
開をさせることはもっと重要ではないかと思われる。
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Ⅶ．終わりに
　「遊びの中で造形能力を発展させる」ために、造形
能力と結びつけた「遊び条件」を設定した。遊びが造
形活動を誘発させ、子ども達のイメージの拡大と深化、
及び技能の習熟と新たな技能の獲得への展開を促した。
その経過の中で、遊びの面白さもまた増幅されていっ
ている。このように「遊び条件」と「造形活動」が、
それぞれ別々に引き起こされるのではなく、交互作用
しながら共にそのレベルが上がっていくのであろう。
このことは、子ども達の造形能力の拡大と感受性の高
まりが共に関わりあっていることをも意味している。
　本研究の風船を使った保育教材は、教材そのものに
大きな発展可能性があり、その展開のさせ易さが子ど
も達の造形活動を促し、その造形能力を高めたのでは
ないかと考えている。保育にとって良い保育教材を考
えられるかどうかが、良い保育になるかの大きな要因
となることを経験したのが、筆者らにとっての大きな
収穫であった。
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SUMMARY
Kohichi TOGI,
Yuki SATO :
　　　This study aims to ascertain whether the teaching in the kindergarten develop the basic ability of formative 
art to the young children at play. How are the basic skil in making the “daruma” made by the baloon applied to 
make “namakubi” and “hinotama” in the haunted house ?  In this situation, this study was inspected by the 
indicator of the quality of play, degree of voluntary behavior and expansion of image of children.
　　　The folowing results were acquired.
１）In the situation of learning the basic skil for making the “daruma” made by the baloon, kindergarten teacher 
played a leading part in doing that. As a result of that, young children did not indicate voluntary behavior and 
expansion of image in addition, did not satisfy the condition of play. 
２）In the situation of applying the basic skil to making the “namakubi” and “hinotama”, young children not only 
satisfied the condition of play but also exchanged their opinion and image voluntarily. In efect, they created the 
necessary things in the haunted house.
３）If the concrete objective like “namakubi” or “hinotama” was set, young children increased their voluntary 
behavior and expanded the image. This is expected the productive possibility of constructing the teaching 
material for training formative art in the kindergarten.
(K.TOGI ; Uyo Gakuen Colege　 　　　 
Y.SATO ; Tsuruoka Maria Kindegarten) 
The Trial Study of the Efect of Teaching in the Kindergarten Develop the Basic Ability of
Formative Art to the Young Children at Play
